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行
事
を
通
し
て
「
自
立
心
」
を
高
め
る

　

２
０
０
４
年
度
、
１
０
０
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
福
山
高
校
に
中
学
校
を
併
設

し
、
併
設
型
中
高
一
貫
校
と
し
て
福
山
市

立
福
山
中
学
校
・
高
校
は
再
ス
タ
ー
ト
し

た
。
難
関
大
合
格
、
進
学
実
績
向
上
を
目

指
し
、
国
公
立
大
80
人
を
目
標
に
掲
げ

た
。
10
年
３
月
に
卒
業
し
た
１
期
生
は
、

旧
帝
大
を
含
む
国
公
立
大
に
73
人
が
合

格
。
目
標
に
は
僅
か
に
届
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
今
後
の
躍
進
に
期
待
を
つ
な
ぐ
好

実
績
を
挙
げ
た
。

　

中
高
一
貫
校
と
し
て
７
年
目
を
迎
え
た

同
校
に
と
っ
て
、
課
題
は
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
生
徒
の
学
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高

め
る
こ
と
だ
。
中
学
校
教
務
主
任
の
脇
祥よ

し

貴た
か

先
生
は
、「
本
校
は
ま
だ
地
域
か
ら
進

学
校
と
し
て
の
確
固
た
る
信
頼
を
得
て
い

ま
せ
ん
。
中
学
校
の
成
績
上
位
層
の
中
に

は
、
卒
業
し
て
も
福
山
高
校
に
行
か
ず
、

他
校
へ
進
学
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
す
べ

て
の
生
徒
に
福
山
高
校
へ
進
学
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
学
校
に
誇
り
を
持
て
る
指
導

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
中
入
生
と
高
入

生
の
融
和
だ
。
高
校
に
と
っ
て
学
校
へ
の

求
心
力
を
高
め
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
だ

が
、
生
徒
の
３
割
は
高
校
か
ら
入
学
す
る

高
入
生
で
あ
り
、
中
入
生
と
の
融
和
を
促

す
こ
と
が
、
高
１
に
お
け
る
最
大
の
課
題

で
あ
る
。
高
校
２
学
年
主
任
の
土
井
光
憲

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
中
入
生
に
は
中
１
か
ら
日
々
の
学
習

や
行
事
を
通
し
て
培
わ
れ
た
結
束
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
学
校
に
活
力
を
与
え
る
の

は
事
実
で
す
が
、
高
入
生
に
と
っ
て
は
中

入
生
の
輪
に
入
り
づ
ら
い
、
あ
る
い
は
そ

の
た
め
に
本
校
を
敬
遠
す
る
中
学
生
も
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
集
団
を
い
か
に
融
合

さ
せ
る
か
が
、
学
校
を
活
性
化
さ
せ
る
上

で
重
要
な
鍵
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
は
、
中
高
一
貫
校
な
ら
で
は
の
特

広
島
県
福
山
市
立
福
山
中
学
校・高
校

中
高
一貫
な
ら
で
は
の
行
事
で

学
校
へ
の
帰
属
意
識
と

ク
ラ
ス
の
結
束
力
を
高
め
る

併
設
型
中
高
一貫
校
と
な
っ
て
７
年
目
に
な
る
福
山
市
立
福
山
中
学
校・高
校
の
課
題
は
、

学
校
へ
の
帰
属
意
識
と
生
徒
の
結
束
だ
。学
校
行
事
と
学
年
行
事
に
よ
り
、中
入
生（
内
進

生
）と
高
入
生（
外
進
生
）、高
校
生
と
中
学
生
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
自
立
を
促
す
。

学
校
事
例
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学
校
の
求
心
力
を

高
め
る
こ
と
が
最
大
の
課
題

中
高
一
貫
校
に
欠
か
せ
な
い

「
縦
軸
」「
横
軸
」の
視
点

13 September  2010



性
を
踏
ま
え
た
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

高
校
３
学
年
主
任
の
石
田
光
敏
先
生
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
本
校
で
は
高
１
か
ら
高
入
生
と
中
入

生
と
い
う
異
質
の
集
団
が
混
ざ
り
合
う
た

め
、
中
学
、
高
校
１
年
、
２
年
、
３
年
と

い
う
『
縦
軸
』
と
共
に
、
ク
ラ
ス
の
団
結

と
い
う
『
横
軸
』
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

行
事
を
通
じ
、
学
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高

め
、
ク
ラ
ス
の
結
束
力
を
強
く
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
自
立
心
を
育
て
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
横
軸
」
を
つ
な
ぐ
起
点
は
、
高
１
の

４
月
に
行
う
２
泊
３
日
の
宿
泊
研
修
だ
。

高
校
生
と
し
て
の

心
構
え
や
生
活
習

慣
、
学
習
の
仕
方

な
ど
を
徹
底
的
に

身
に
付
け
さ
せ
る

研
修
に
、
生
徒
自

身
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
行
事
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

研
修
最
終
日
に
は
、

学
年
全
体
で
取
り

組
む
行
事
を
生
徒
自
身
に
企
画
・
実
施
さ

せ
る
。
研
修
前
に
各
ク
ラ
ス
か
ら
２
人
ず

つ
代
表
者
が
集
ま
っ
て
内
容
や
実
施
方
法

を
話
し
合
い
、
役
割
分
担
か
ら
必
要
な
道

具
類
の
調
達
ま
で
す
べ
て
生
徒
が
行
う
。

10
年
度
は
ク
ラ
ス
対
抗
長
縄
跳
び
が
行
わ

れ
、
ク
ラ
ス
の
結
束
が
試
さ
れ
る
場
と

な
っ
た
。

　

高
入
生
に
と
っ
て
、
中
入
生
の
行
動
力

や
段
取
り
の
良
さ
な
ど
は
大
き
な
刺
激
に

な
る
。
高
校
１
学
年
主
任
の
松
村
和
司
先

生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
宿
泊
研
修
で
は
、
集
合
の
様
子
一
つ

を
見
て
も
、
中
入
生
の
比
較
的
多
い
ク
ラ

ス
は
行
動
が
早
く
、
ま
と
ま
り
の
良
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
入
生
の
多
い
ク

ラ
ス
も
意
識
し
て
お
り
、
自
分
た
ち
の
ク

ラ
ス
を
ま
と
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
ク
ラ
ス
代
表
を
中
心
に
真
剣
に
考
え

て
い
ま
し
た
。
宿
泊
研
修
は
、
中
入
生
と

高
入
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め
て
、

切
磋
琢
磨
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」

　

そ
の
後
の
学
校
生
活
で
も
、
高
入
生
と

中
入
生
が
刺
激
を
与
え
合
っ
て
い
る
場
面

は
よ
く
見
ら
れ
る
と
、
高
校
２
学
年
担
任

の
真
弓
祥
子
先
生
は
話
す
。

　
「
学
校
行
事
の
準
備
を
し
て
い
る
生
徒

の
様
子
を
見
て
い
て
も
、
段
取
り
の
良
さ

や
、
下
校
時
間
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢

は
、
中
高
一
貫
校
に
な
る
前
の
福
山
高
校

の
生
徒
と
比
べ
て
、
格
段
に
良
く
な
っ
て

い
ま
す
。
行
事
や
部
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
中
入
生
と
高
入
生
が
互
い
に

良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
の
結

束
力
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

高
校
２
、３
年
生
に
な
る
と
、
中
入
生

と
高
入
生
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

行
事
は
、
中
学
校
、
高
１
と
培
っ
て
き
た

結
束
力
を
土
台
に
個
々
の
生
徒
の
主
体
性

を
高
め
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
Ｌ
Ｈ

Ｒ
や
学
年
集
会
な
ど
、
生
徒
が
発
表
す
る

機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
る
。
特
に
、
２

年
生
で
行
う
学
部
・
学
科
研
究
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
作
成
な
ど
の
進
路
学
習
の
成
果
発

表
は
、
主
体
的
な
進
路
選
択
、
学
び
へ
の

意
欲
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

学
校
全
体
の
帰
属
意
識
を
高
め
る
「
縦

軸
」
を
担
う
行
事
は
、
中
高
合
同
で
行
う

体
育
祭
や
文
化
祭
だ
。

　

体
育
祭
は
、
中
１
〜
高
３
の
全
生
徒
が

参
加
す
る
。
中
１
女
子
か
ら
始
ま
り
高
３

男
子
が
ア
ン
カ
ー
を
務
め
る
「
色
別
対
抗

リ
レ
ー
」、
中
１
生
が
先
輩
の
背
中
を
歩

い
て
進
む
「
川
下
り
」
の
よ
う
に
、
中
高

生
が
合
同
で
参
加
す
る
競
技
も
あ
る
。

　
「
中
学
生
に
と
っ
て
高
校
生
か
ら
受
け

る
刺
激
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
自

分
も
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
刺
激
と
な
り
、
中
学
生
の
成
長
を
促

し
ま
す
。
ま
た
、
上
級
生
は
、
後
輩
の
視

線
を
受
け
て
先
輩
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま

れ
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
生
徒
が
刺
激

し
合
い
成
長
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
本
校

の
行
事
に
は
あ
る
の
で
す
」（
松
村
先
生
）

　

毎
年
６
月
に
実
施
さ
れ
る
文
化
祭
「
一

樹
祭
」
は
同
校
最
大
の
行
事
で
、
中
・
高

校
生
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
多

く
の
人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
部
活

動
や
委
員
会
の
発
表
の
ほ
か
、
学
年
別
に

ク
ラ
ス
の
結
束
力
を
高
め
る

「
横
軸
」の
行
事

学
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
る

「
縦
軸
」の
行
事

２日間にわたって行われる一樹祭は、１日目は保護者の
み公開、２日目が一般公開される。写真上は吹奏楽部
の演奏会、写真下は中学生の合唱の様子
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集
　
行
事
を
通
し
て
「
自
立
心
」
を
高
め
る

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
展
示
や
出
し
物
を
企
画
・
実
施
す

る
。
出
し
物
の
内
容
の
決
定
や
準
備
は
、

す
べ
て
生
徒
主
体
で
行
う
。

　
「
高
２
で
の
一
樹
祭
が
、
生
徒
に
と
っ

て
『
自
立
』
の
転
換
点
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
生
徒
の
自
主
的
な
取
り
組
み

に
対
し
て
、
教
師
は
出
来
る
だ
け
口
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
10
年
度
の

一
樹
祭
で
は
、
高
２
の
出
し
物
の
中
に
、

一
般
の
方
々
に
見
せ
る
価
値
が
あ
る
の
か

と
疑
問
に
思
う
出
し
物
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
担
任
会
で
検
討
し
た
結
果
、
生

徒
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見

て
、
勇
気
を
持
っ
て
そ
の
ま
ま
続
行
さ
せ

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
結
果
だ
け
で
は

な
く
過
程
そ
の
も
の
を
評
価
し
、
生
徒
が

成
長
す
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
土
井
先
生
）

　

中
学
、
高
校
と
、
行
事
で
鍛
え
ら
れ
て

き
た
生
徒
の
中
に
は
、
３
年
生
に
な
る
と

教
師
の
決
め
た
ル
ー
ル
を
窮
屈
と
感
じ
る

生
徒
も
い
る
。
09
年
度
に
は
一
樹
祭
の
運

営
に
関
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
中
高
一
貫
校
に
移
行
し
た
後
、
教
師

側
で
つ
く
っ
た
一
樹
祭
の
進
行
方
法
や
内

容
な
ど
の
ル
ー
ル
に
対
し
、
あ
る
ク
ラ
ス

の
生
徒
が
そ
れ
を
足
か
せ
と
感
じ
て
『
元

に
戻
し
て
ほ
し
い
』
と
校
長
に
直
談
判
し

に
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
師
が
制
度
を

変
え
た
理
由
を
丁
寧
に
説
明
し
、
決
ま
り

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ま
せ
ま
し

た
。
結
果
的
に
、
一
樹
祭
に
向
け
た
生
徒

の
結
束
力
が
高
ま
り
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
出

し
物
が
、
そ
の
年
の
一
樹
祭
で
最
も
高
い

評
価
を
得
た
の
で
す
」（
石
田
先
生
）

　
「
や
る
と
決
め
た
以
上
、
与
え
ら
れ
た

条
件
の
中
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
。
行
事
を

通
し
て
生
徒
を
自
立

に
向
か
わ
せ
る
た
め

に
は
、
教
師
や
学
校

が
壁
や
枠
組
み
を
意

図
的
に
用
意
し
、
そ

の
枠
組
み
の
中
で
い

か
に
活
動
さ
せ
る
か

が
必
要
な
の
で
す
」

（
土
井
先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、

行
事
で
培
っ
た
主
体

性
を
、
自
律
的
な
学

習
に
結
び
つ
け
て
い

く
点
に
あ
る
。
現
在
、

中
学
校
に
お
け
る
家

庭
学
習
は
平
均
３
時

間
あ
る
が
、
高
校
に

進
級
す
る
と
、
そ
の
時
間
は
３
割
ほ
ど
減

少
す
る
。

　
「
単
に
課
題
の
量
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
生
徒
が
自
分
に
必
要
な
学
習
内
容
と

量
を
見
極
め
、
主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
高
校
で
の
大
き
な
課

題
で
す
。
そ
の
際
、
教
師
が
ど
の
程
度
か

か
わ
れ
ば
良
い
の
か
、
常
に
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

学校行事の縦軸・横軸図

縦
軸（
学
校
へ
の
帰
属
意
識
）行
事

横軸（クラスの結束力）行事

一樹祭（全校）
体育祭（全校）

新入生宿泊研修（１年）

遠足
（２・３年）

スポーツ大会
（全校）

修学旅行（２年）

学習合宿（２年）

学年集会

オープンスクール
（全校）

全校朝会

＊学校資料を基に編集部で作成

決
め
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で

最
大
限
主
体
性
を
発
揮
さ
せ
る

福
山
市
立
福
山
中
学
校
・
高
校

真
弓
祥
子

M
ay

u
m

i S
ach

ik
o

教
職
歴
12
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。高
校
２
学
年
担
任
。「
意
志
あ
る
と
こ

ろ
に
道
は
開
け
る
」

福
山
市
立
福
山
中
学
校
・
高
校

松
村
和
司

M
atsu

m
u

ra K
azu

sh
i

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年

目
。高
校
１
学
年
主
任
。「
生
徒
に
は
キ
ラ

リ
と
光
る
も
の
を
持
って
ほ
し
い
」

福
山
市
立
福
山
中
学
校
・
高
校

脇
祥
貴

W
ak

i Y
o

sh
itak

a

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年

目
。中
学
校
教
務
主
任
。「
苦
難
に
も
め

げ
ず
、頑
張
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
山
市
立
福
山
中
学
校
・
高
校

石
田
光
敏

Ish
id

a M
itsu

to
sh

i

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年

目
。高
校
３
学
年
主
任
。「
生
徒
を
ひ
き
つ

け
る
授
業
を
心
掛
け
た
い
」

福
山
市
立
福
山
中
学
校
・
高
校

土
井
光
憲

D
o

i K
o

u
k

en

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。高
校
２
学
年
主
任
。「
生
徒
の
可
能
性

を
信
じ
て
指
導
に
当
た
って
い
き
た
い
」

15 September  2010


